
実負荷運転で点検要領の基準に到達するのか

　図①のように防災用自家発電設備は、起動時に突入電力に耐え得るよう

接続する設備の約３倍近い容量で、平成元年以降選定されています。

　その為、実負荷運転で接続されているすべての設備を動かしたとしても

送水という水を運ぶ負荷がかかっていない為、消費電力も既定よりも低い数値に

屋内消火栓やスプリンクラーから本当に水を出しているわけではありませんから

発電機の容量が大きいのです。

なってしまいます。

エレベーターで、上りと下りで消費電力は同じでしょうか？違いますよね。

　接続設備を完全に動かして約33％しか発電させることができません。

そこで送水などの負荷がかからず、消費電力が落ちることを考えると

実負荷で点検要領の基準を満たすには、かなり困難であると言い切れます。
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デンヨー エンジン発電機 算定目安 抜粋

ヤンマー エンジン発電機 算定目安 抜粋


